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衆
議
院
議
員
小
池
政
就
君
提
出
電
力
自
由
化
と
外
資
規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
小
池
政
就
君
提
出
電
力
自
由
化
と
外
資
規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
実
施
後
に
お
け
る
御
指
摘
の
「
送
電
事
業
」
及
び
「
原
子
力
発
電
事
業
」
に
係
る
外
国
投
資
家
（
外

国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
投
資
家
を
い

う
。
）
に
よ
る
対
内
直
接
投
資
等
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
対
内
直
接
投
資
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
同
法
に
基
づ
き
、
財
務
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
、
公
の
秩
序
の
維
持
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
あ
る
対
内
直
接
投

資
等
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
ラ
イ
セ
ン
ス
制
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
退
出
の
是
非
を
判
断
す
る
こ
と
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
外
国
資
本
が
株
式

を
保
有
す
る
企
業
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
電
気
の
卸
売
業
を
営
む
者
が
そ
の
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、

又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
国
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
が
そ
の
是
非
を

一



判
断
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
に
お
い
て
予
定
し
て
い
な
い
。

二


